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研究協力依頼書　※作成例	Comment by 作成者: この文例は授業内での質問紙調査について、授業担当教員に実施に関する依頼を行う際の一例です。研究内容に応じて適宜修正してください。

名古屋市立大学大学院人間文化研究科
○○ ○○先生

　私は名古屋市立大学大学院人間文化研究科博士前期課程○年の○○○○と申します。このたび、「大学生の大学生活への適応と学習経験に関する研究」を実施するにあたり、先生の授業内での質問紙調査実施をお願いしたくご連絡いたしました。なお、研究の詳細は別添の研究協力者向け研究協力依頼書をご参照ください。

研究の概要
　大学生は、授業への参加や友人関係の形成、進路選択など様々な経験を通して大学生活を送っています。しかし、大学生活への適応の程度や学習経験のあり方には個人差があり、その背景には様々な要因が関係していると考えられます。本研究では、質問紙調査を通して、大学生活への適応や学習経験に関する実態を明らかにし、それらに関連する要因について検討することを目的としています。本研究で得られた知見は、大学における学生支援や教育環境の改善に役立つことが期待されます。
本研究では、大学生を対象として質問紙調査を実施します。調査では、大学生活への適応状況や学習経験、日頃の学習への取り組みなどについておたずねします。調査は授業時間の一部を利用して実施し、回答に要する時間は10～15分程度を予定しています。質問紙は無記名であり、氏名や学籍番号など個人を直接特定できる情報は収集しません。回答いただいた内容は統計的に集計し、大学生の大学生活への適応や学習経験の特徴について検討します。

ご協力いただきたい内容
　授業時間の一部（10～15分）を調査実施のためにご提供いただきたいです。その時間内で、研究者による研究の説明および質問紙の配布・回収をさせていただきます。なお、質問紙の配布、説明、回収は研究者が行います。授業担当教員の先生に、回答内容の確認や質問紙の管理等をお願いすることはありません。

倫理的配慮の概要
　本研究への参加は学生本人の自由意思に基づくものであり、参加・不参加によって授業成績等の評価に影響することはありません。また、授業担当教員が個々の学生の参加状況や回答内容を知ることはありません。質問紙は無記名で実施し、氏名や学籍番号など個人を直接特定できる情報は収集しません。収集したデータは研究目的以外には使用せず、研究成果を公表する際には統計的に集計した結果のみを使用するため、個人が特定されることはありません。なお、本研究は名古屋市立大学大学院人間文化研究科研究倫理委員会の承認を受けて実施いたします。
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